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【１】目的 

鼻孔内に挿入して鼻からの呼気の漏洩を抑制することにより機能性構音障害を低減させる

とともに、使用に際して不快感を覚えにくい機能性構音障害の改善器具を提供する。 

【２】効果 

呼吸における吸気は通過させる一方で、呼気の通過は抑制する一方向弁として機能する弁

ユニットを備えた鼻孔栓としているので、機能性構音障害を有する患者の構音障害を、身

体的負担をできるだけ与えることなく改善できる。鼻から吸気できることによって口での

吸気の必要がなく、自然な状態に近い呼吸を行うことができる。 

【３】技術概要 

機能性構音障害は、鼻咽腔を狭窄する手術や軟口蓋拳上装置の装着によって低減可能であ

るが、機能性構音障害の障害者の身体的負担が大きく、身体的負担のより少ない方法が求

められていた。本技術は、鼻孔内に挿入して鼻からの呼気の漏洩を抑制する鼻孔栓 A1 であ

って、呼吸における呼気の通過のみを抑制する弁ユニット 14 と、この弁ユニットが装着さ

れて前記鼻孔内に配置される前記弁ユニットの支持体(左側ハウジング 11、右側ハウジング

12)とを備えた鼻孔栓であり、好ましくは、前記支持体は鼻孔に内接する筒状体とし、前記

弁ユニットは、前記支持体内に着脱自在に装着するよう構成されている。 
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